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「浅瀬のしろぺ」は藤井高尚が四十九歳の文化九年（一八一ーー）













































組 合 編 「 享 保 以 後 大 阪 出 版 書 籍 目 録 」
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こ れ は 最 近 、
天理図書館所蔵の大平宛高尚書簡三通を閲
査 し た 結 果 、







以 下 は 、
文 政 二 年 刊 行 の 奴 ヨ 能 舎 蔵 版 「 浅 瀬 の し る ぺ 」 に
よ り
、










































































































































































































ま め や か に も お か し
くも、
くみてしらるA言草になむ。











か た へ の
人はなほく正
しくまこヽろのまヽに思ひとりて、
あ る ぺ き ま A に
其事はかくするぞよきとをしふるが、
まことによろしきをたとへ































こ ろ 心 つ き そ め て 、
世の中のことをと














に は い か で か は と て 、
世 の 人 の
つねの言ぐさにいふ事どもをとりいで
て、
そ れ に よ り て い ふ に な
ん
。
0 さ と び 言 の こ と ぐ さ を と り い
でA、
そのこAろをいひひろむと








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ならず人にしのばるヽふしをもな おくぺくこそあらまほ けれ。えならぬ梅がA 、
人のもとに折てやりたるあとのなビりさへ、
猶なつかしくおぼゆるぞ し。
のみといはゞさい槌〔三二〕
人の硯とこひたまはゞ水かめをもぐ てま
ゐらせ、
せうそこぶみ
かきをへておしまき給ふほ に
は、
そくひのり
をこAろえていだ
すやうに、
すぺての事つねに心とき人ならでは、
ことAあろをり
などもちひがたし。
ものまなぶにも、
ふるき害を見てうたがはし
きふしをひとつふ つまなびのおやにとひきAたらん
に、
そのと
きととをもてはなれたることにもおもひわたし
て、
数々みづから
あきらめしるほとのいたりなくては、
なみノ‘のものしり人
にも
なられずやあらん。
芸は身をたすく〔三三〕
わかき人の友のさわきに明くらし、
をしむぺき年月をいたづらに
すとすは、
いふかひなくく
ちをしきことな
り。
おやの世にて家の
ことおこなふほとは、
ほと／ヽにことしげきやうなれど猶いとま
もあり、
わかきはものおぼゆることもよければ、
何わざにま
れ、
ふかくこAろいれてならひて
おこたらずつとめたらんには、
お
ろかなる人にてもほ ／ヽになしえじ
やは。
そのかたをとり出ん
えらびにも まじきほとのことはかたかるべけれ
ど、
ひとつゆゑ
つけてしいづることもあるならひ
ぞかし。
かくて人といふもの、
身のさいはひははかりがた のに 、
おもはぬ家のわざはひな
どうちつゞき、
とき世おとろへさいはひなくて、
世にかずまへら
れぬたぐひもあるぞかし。
こと
にあたりてせんすぺなき時などに、
かならず身のたすけとなるものは、
何わざにもあれ、
わかきほと
よりならひえ ることこそいとた もしけ
れ。
むかし丹後国の田
辺の城に細川ノ君のこもり給へりしほ
と｀
寄手のいくさちよろづ
のつはものをゐて来て、
貝をふ
せたらんやうにうちかこみてせめ
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ければ、
ふせぐぺきちからつきて、
けふあすほろびなんとしけろ
に、
古今伝授のことにて勅使あり
けるほとに、
さば
かりせめよせ
たりしいくさども、
ひきしりぞきたりし
ことなどをも思ふぺし。
棒ほどのねがひ針ほどか
なふ〔三四〕
がくもんはさらなり、
なにヽてもおのがつとむぺきわざをよくつ
とめて、
つひになし得てんとするたぐひのよきすちのことねがふ
には、
はしめよりこAろざしをたかく大にたてヽ、
むかしのかし
こき人も人、
我もおなじ人なれば、
よくつとめたらんにはよろづ
の人に
すぐれたることもなしえんも
と、
おもひはげみてつと
むぺし。
しかすれば、
ほと／＼
にな
しうることあろぺし。我はお
ろかにつたなければ、
つと
めても人なみ／＼にだにえせじなどA
おもひくつをるヽ人は、
深山の谷のうもれ木の世に
しられずくち
はてぬぺし。
まかぬたねははえず〔三五〕
よきいくさのきみは、
たヽかひをはじめぬさき、
おもひもかけぬ
をりにこAかしこにしのびて、
後のためとなるぺきこ
とゞもなし
おくゆゑ 、
たヽかふときにかつなり。
それになぞらへて、
をさ
まれる世にも、
ことヽあろをりさわきまどはぬやうにかねてこヽ
ろえ、
そのをりのためとなるべきことをしお
くぺきことになん。
うちまたかうやく〔三六〕
ものをきこ あはせん 、
こなたよりかうく＼のことをかやうに
なしてはいかにといふをきAて
かしらかたふけ、
とばかりあ
り
てそのなす
ことのよしあしをこまかにさだめいふ
なん、
よきとも
だちなりける。
人のこヽろにたがはじとてよしと
のみいふは｀
こ
Aろうつくしきやう
なれど、
まこ
とはこヽろざしのあさきなりけ
り。
さる人は、
たとへば中 あしき人のありてあらそひをらんに、
そなたへゆきてもかなたへ行て
も、
げにさ
ることなりといふぞか
し。
また、
がくもんのうへにては、
師とある人
や、
いにしへのか
しこき人やのいはれたること ればと
て、
ひたふ
るによ
しといふ
はいふかひなし。
あしきふしをもさだめいふこそ、
まことにもの
まなぷひとの わざ らめ．
かしらかくしてしり
かくさ
ずU二七〕
かりそめにもいつ
はりはいふまじきことな
るを、
つねにいひなれ
てなに
ともおもはぬ人あり。
いかにつき/＼しくいひなしても、
うちあは
ぬところありてしろきもの
なれば、
いみしう心おと
りせ
らるかし。
さて
はいふことを人のしんぜぬやうになりて、
世にふ
るかひもな
かへすかへすも
そらことは、
いひならふまじきこ
とになん。せんすぺなくくろしきことのあらんをり、
たすけたまへと神に申
はことわりなることなれど、
かねては神をま
つらずいのらずして、
おのがくるしきまA
ににはかにいのるは、
たと
へばしる人につね
はそは＼し して、
かたらふふしあ
るをり、
したしげについさ
うしいひよる 。
されど神はひろくあつきみこAろな
れば、
せつないときの神
たヽき〔三八〕
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さるつみとがをば見なほしきゞなほしたまひ、
あはれとおぼして
たすけたまふことぞかし。
大事のまへの小事〔三九〕
大なることをなさ
んと思ふ人は、
ちひさきことにかヽつらひなづ
むまじきなり。
ものをしみし、
いさゞかなる事にはらたらなどし
ては、
なしえがたし。
もろこしに韓信といひける人の、
いやしき
ものヽまたをくゞりしも、
このこAろばへなりき。
毒薬変じてくすりとなる〔四〇〕
をさなきときさがなきも、
よくをしへたつれば、
としたけて思ひ
の外によき人 なり、
わがためあしく
する人もこなたよりよくす
れば、
いみしうかんじおもひて、
あはれになさけふかくたのもし
うなるも になん。
阿部の宗任は義家の君のかたきにて、
したが
ひしはじめはいかでうちまゐらせんとおもひをりしかど、
つゆば
かりもこヽろおきたまは
ず、
ふかくあはれみたまひしかば、
おも
ひかへしてよきらうどうと りしぞかし。
人のふり見て我ふりなほせ〔四一〕
わがあしきことはしりがたく、
人のあしきはよく
見ゆるものなれ
ば、
人のを見てわれにもさるたぐひのことや
あると、
こヽろとゞ
めて思ふペレ。
しかす
れば、
わがあしきことしられぬべ 、
しる
まヽになほしてよく たらんには、
また見るひともめ
やすくおも
ふぺし。論語といふからふみ
に、
三人行，必有
．． 
我師．とかやい
へるも、
このこヽろに
こそ。
しう
と病にはかたれず〔四二〕
しう
の
君の、
いたくことわりにたがひたることおほせられもし、
なしもしたまはゞ、
いさむぺけれど、
わろきながらにさてあるべ
きほとのことはしたがひもすぺく、
こと／＼にいさむるはよろし
からず。
さてはけしきあしくなりて、
よきこといひてもきAいれ
られじ。
すぺてしうの君にはかたれぬものと思ひとりてあるぺく、
いさむるもけしきをとりて伺、
しなめき
いふぺし。
さてもきゞい
れられずは、
いひさしてまたことのついでにいさむるぞよき。
つ
いさうして、
あるまじきすぢのことねがふはいと／＼あしきわざ
なれば、
さる人に似じとて、
ひたおもて
にいさめあらそ を、
よ
きことのやうにからひとはいへ
ど、
そはおのがいさぎよき名をと
らんとするわざにて、
しうの君のため、
まこ
とにしみてふかきこ
ゞろには
あらずなん。
しんはな
きより〔四三〕
はなれぬなか ひはつねにした
しく、
ことになさけをかはすべき
ことなるを、
いさヽかなることゞもうらみうらみて、
さるまじき
中をう くするひと世 多
し。
よからぬことなり。
ゅヽしういみ
しきことゞものあらんをり、
さるなからひの人のなさけなげにす
るはまれなり。
さしては人のおもはんこともはづかしく、
世にそ
しら ゞも
うければ、
なさけふかゞらぬ人にても、
むげにつれな
くはえせずか 。
ましてなさけのふかき人は、
かA
るをりにこそ、
人よりことにこヽろざしを見え、
ちからをもつ
くすぺけれと
て、
-88-
とかくにたすけいたはりなどせ
んは、
いと�たのもしきことな
らずや。
京のいとこに隣かへず〔四四〕
ちかきわたりの人とは、
つねにむつましうすぺし。
にはかにこと
のいできたらんをり、
となりの人と中あしくては、
たのむべきか
たなくなん。
またさらでも、
つねに其事かのことかたらひあはせ
などせんにも、
夜中暁といはず、
ゆきAすばかりちかきわたりな
らでは、
ことゆかぬ
ふしぞおほかりける。
はらからいとこなどい
ふなるものも、
遠きところにありて
たすけとなる事すくなし。
膝とも談合〔四五〕
なにCともしたしき人に聞えあはせもし、
よくおもひめぐ しも
して すべきなり。
うちおもふまヽになしては、
ことゆかぬすぢ
さはりなどもありて、
かる
、く＼しくおもひさだめしことをくやむ
ものぞか 。
さいへば
とて、
あまりに
ふかくかうがへては、
なか
／＼におもひまどひて やまることあ
り。
こAろしてよきほ
とに
おもひめぐらすべ
人に聞
えあはするも、
たのもしうこAろふ
かきに、
ひとりふたりにてたりぬ
ぺし。
あまたにてはいろノ‘に
いひさわきて、
ようせずばよからぬすちによりはつるものになん。
亀のかふより年の功〔四六〕
をさなきほとよりおとなにまさりてか こき人もあれど、
そはま
れなることにて、
なぺてはすこしにてもとしたけたる人ぞ、
世の
中のことにしほしみて、
おもひやりもふかくよろづかしこければ｀
われよりよはひまさる人にはなひきしたがひて、
そのこヽろむけ
もたどるべきことな
るを、
わかきほとには、
おい人のさかしらい
ふは どかしくてき
きもいれずか
し。
おのれもそのつらなりし
に、
今は五十にもちか 、
やうく＼むかしのひがこ
Aろえのくやし
うおもひしらるヽは、
たれもおいゆくまAにさやうにこそあるら
め。
朱にまじはればあかくなる〔四七〕
人のこヽろはつきくさのうつりやすきものにしあれば｀
をさ
なき
ほとはちヽは
ヽのおもむけにした
がひ、
おとなになりてはみづか
らこヽろして、
あしき友とまじはらぬぞよろしかりける。
また蜀
よみならふ人のきAとりやすく、
題のあまたありてたよりよきま
ヽに、
らかき世の班あつめたる書どもを明くれ見などすれば、
お
のづから いづるうたむげにこAろあさくなるものなりかし。
なすやうにならいでなるやうにな
る〔四八〕
世のなか ことは
よくなるもあしくなるもみな
目に見えぬ神の
みし
わざなれ
ば、いかにちからを
つくしても｀
よくなしえがた
きこ
とのある
を、
し
ひてなさんとするは、神のみこAろにさかふこと
なるゆゑに、
いよ／＼あしくなりゆくべければ、
そのすちはとゞ
めてまたこと／ヽをなすぺ
し。
ちからをいれずしておのづか
らす
みやかに もあれば、
さるこヽろしてしひたるわざはせざ
らんぞよき。
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0をしへやうのことをかなふみにかけろふみども世にあまたあれど、
からことのはかせのあらはせろ、
または法師のものしたるな
どにて
おのがじヽたてたるおもむきをのみ、
こAろをやりて
い
へるものなれば、
みな一むきにかたよりたるさだめぞおほかりけ
る。
和論語といふものは、
おほくの人のよきこといへるをとりあ
つめてしるしたるふみなれど、それはたむかしの人々
のみ
づから
こそ
よ
し
とおもひていはれけめ、
こと人はよ
しとおもふもあり、
いかにぞやおぽゆ もあ べし。
かみ
のくだりにし
ろしたること
ぐさは、
たがいひ
いでたる言か
しられねど、世の人みなげにさる
ことヽおもへばこそ、
なぺてつねにいふなれば、た
れもわろしと
はおもふ
まじく、
みAぢかきた
とへ言はきAとる
こともかたから
ずして、今の世にふる教は
このことぐさにしくものあらじ。
かく
めでたきものなれども、
むげにいやし
きさとびととなるからに、
ひとみななほざりにいひららす か
りにて、
ふかくこAろとゞめ
ておもはねば、
おどろかしがてら、
おのれがらかきころおもひよ
れることどもをさへにいひ出たるは
ひがことぞおほからん。
み
ん人よろしきをえらぴとり よ。
浅瀬のしるへにかいつけたる詞
長流東備の人／ヽ世にいて来しより、うたよみひと万葉をまなふこと、
年にま
して多けくなりぬ。
されと、
多きか中には心ことや
うなるもましりて、い
にし
へいまの詞をわからたヽすより
、はて
（工藤11木学文学部教授、
丸111．閑部11本学大学院文学研究科）
は心
ほこりかになりゆき、
中むかしよりこなたをは、壼＜虫のこ
とおもひくたすもの少からす。
その中に
は、
我国の世々のひしり
のおきて玉へりし政にもそむき、
世のをしへをもそしりあさける
人さへありとそ。
さろを藤井のうし、
よろつのふみの道たと／＼
しからす、
万葉をはことにく
はし
くよ
みあきらめ、
いとまあれは
くさ／＼のふみを
あらはし、
世の人をAしへさとすことをむねと
し、
らか比、うた人のおこたり
を驚かし、おこりをもいさむとて、
いや き諺をあつめ、
その心をいに
しへの詞にの
へて、
かくもの
せら
れたるは、今の世の万葉をまなふ人とおなしからす。万葉は
あかりたる代のこと
はなれは、うた
よみ人まなはてやあるへき。
されと学ひて心おこりし、
人そしる
言葉のたねと す
と、
この大
人のてふりとをくらへなは、
そのよしあしのけらめはさ
らにもい
はす。
長流東備の人々いまの代にいてきて、今の万葉を
まなふ人
のさまを見は、
いかにおほさむ。
又うしのおなし学ひして用ふる
こと 異なるを見は、い におほさむ。
かの人／＼にたつねとは
まほしけれと、
年へ
たるおきつき、
物いひかは
すへうもあら
され
は、
せんすへなし。
このふみよ
み玉ふかた／＼よ。
わかことおほ
して、
うしのことなるてふりのたちまされるをしり玉んか。
また
ゐなかうとのさか
しらとて、うらわらひ
たまはんか。
備後
菅
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